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冒
頭
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
、
東
京
都
連
の
菅
原
良
和
委
員

長
が
あ
い
さ
つ
。「
日
建
連
は
昨
年

9
月
22
日
、
通
達
を
出
し
、
若
者

が
入
職
し
な
い
建
設
産
業
の
未
来

に
危
機
感
を
感
じ
、
よ
う
や
く
重

い
腰
を
あ
げ
た
。そ
の
中
で
は
、私

た
ち
が
指
摘
し
て
き
た
低
単
価
、

低
賃
金
の
問
題
を
認
め
て
い
る
。

私
は
大
工
だ
が
、
全
国
で
10
代
の

大
工
は
2
9
0
0
人
し
か
い
な

い
。
絶
滅
危
惧
種
だ
。
50
代
、
60

代
が
一
番
多
く
、
将
来
の
大
量
離

職
の
時
代
を
考
え
る
と
ぞ
っ
と
す

る
数
字
だ
。
本
日
の
集
会
が
建
設

技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
さ
ら

な
る
一
歩
に
な
る
よ
う
に
団
結
し

て
前
進
し
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

全
建
総
連
、
自
治
労
東
京
の
代

表
な
ど
が
連
帯
の
発
言
を
行
な
っ

た
後
、
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
続

き
ま
し
た
。
高
木
美
智
代
衆
議
院

議
員
、
初
鹿
明
博
衆
議
院
議
員
、

松
原
仁
衆
議
院
議
員
、
山
添
拓
参

議
院
議
員
、
青
木
愛
参
議
院
議
員

の
発
言
に
加
え
、
菅
原
一
秀
衆
議

院
議
員
、小
川
敏
夫
参
議
院
議
員
、

福
島
瑞
穂
参
議
院
議
員
か
ら
も
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
集
会
で

掲
げ
る
要
求
実
現
へ
の
支
持
が
公

明
、
立
憲
民
主
、
希
望
、
共
産
、

自
由
、
自
民
、
民
進
、
社
民
の
主

要
8
党
の
国
会
議
員
か
ら
表
明
さ

れ
、参
加
者
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
。

工
期
優
先
は

許
さ
れ
な
い

基
調
報
告
を
行
な
っ
た
実
行
委

員
会
の
宮
本
英
典
事
務
局
長
（
都

連
書
記
長
）
は
、
五
輪
現
場
で
の

過
労
自
殺
、
労
災
事
故
を
あ
げ
、

労
働
者
の
命
を
軽
視
す
る
工
期
優

先
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
、
復
興

五
輪
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
、
「
ゼ
ネ
コ
ン
、
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
は
空
前
の
利
益
を
あ
げ
て
い

る
。
設
計
労
務
単
価
は
4
割
も
上

が
っ
て
い
る
の
に
、
賃
金
は
6
〜

7
％
し
か
上
が
っ
て
い
な
い
。
大

切
な
の
は
、
私
た
ち
が
賃
上
げ
要

求
し
な
け
れ
ば
決
し
て
上
が
ら
な

い
と
い
う
こ
と
。
年
収
6
0
0
万

円
と
週
休
2
日
制
の
完
全
実
施
を

求
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
か
ら
た

た
か
お
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

な
で
し
こ
大
工

に
大
き
な
拍
手

現
場
か
ら
の
報
告
を
5
人
の
仲

間
が
行
な
い
、
埼
玉
土
建
の
女
性

大
工
、
梶
野
咲
映
さ
ん
が
「
こ
の

仕
事
は
ハ
ー
ド
だ
け
れ
ど
、
達
成

感
が
あ
っ
て
大
好
き
。
夢
は
自
分

の
手
で
自
分
の
家
を
建
て
る
こ

と
」
と
話
す
と
会
場
は
大
き
な
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
集
会
ア
ピ

ー
ル
を
参
加
者
全
員
で
確
認
、
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
唱
和
し
て
終
了

し
、
新
宿
に
向
か
い
ま
し
た
。

新
宿
駅
西
口
で
は
、
あ
い
に
く

「
日
本
国
政
党
総
本
部
」
と
車
体

に
書
か
れ
た
団
体
が
街
宣
車
を
並

べ
て
お
り
、
宣
伝
行
動
の
開
始
を

遅
ら
せ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た

が
、
断
固
と
し
て
敢
行
。
「
建
設

産
業
の
若
者
育
成
を
！
」
「
賃
金

引
上
げ
」
と
書
か
れ
た
ボ
ー
ド
を

掲
げ
て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
コ
ー

ル
、
私
た
ち
の
要
求
を
知
ら
せ
る

チ
ラ
シ
の
入
っ
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
す
る
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
行
な
い
、
日
曜
日
で
賑
わ
う

街
頭
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

設
計
労
務
単
価
が
5
年
連
続
上
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
金
・
単
価
は
微
増
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
現
状
に
建
設
労
働
者
は
も
う
我
慢
で
き
ま
せ
ん
。
東
京
土
建
を
は
じ
め
と
す
る
関
東
の
建
設
労

働
組
合
の
仲
間
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
2
月
4
日
、
虎
ノ
門
の
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
「
建
設
労
働

者
の
未
来
を
ひ
ら
く
2
・
4
大
集
会
」
（
主
催
・
同
実
行
員
会
）
を
5
5
0
人
で
開
催
し
、
集
会
終
了

後
、
新
宿
駅
西
口
に
移
動
し
、
大
宣
伝
行
動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度
東
京
土
建
一
般

労
働
組
合
本
部
役
員
選
挙
に
つ
い

て
下
記
の
と
お
り
告
示
し
ま
す
。

2
0
1
8
年
2
月
1
日

第
71
回
定
期
大
会

役
員
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

秋
元

正
眞

一
、
本
部
役
員
定
数

役
員
定
数
は
2
月
1
日
の
第
11

回
中
央
執
行
委
員
会
で
以
下
の
と

お
り
確
認
し
ま
し
た
。

①
中
央
執
行
委
員
長（
非
専
従
）

1
人
（
現
行
通
り
）

②
中
央
副
執
行
委
員
長
（
非
専

従
）
6
人
（
1
人
増
）

③
書
記
長
（
専
従
）
1
人
（
現

行
通
り
）

④
書
記
次
長（
専
従
）5
人（
現

行
通
り
）

⑤
常
任
中
央
執
行
委
員
21
人

（
現
行
通
り
）

非
専
従
常
任
中
央
執
行
委
員
13

人
（
現
行
通
り
、
う
ち
1
人
は
青

年
部
長
）

専
従
常
任
中
央
執
行
委
員
8
人

（
現
行
通
り
、
専
従
役
員
選
考
委

員
会
の
推
薦
に
よ
る
）

⑥
中
央
執
行
委
員
（
非
専
従
）

46
人
（
各
支
部
か
ら
1
人
、
青

年
部
か
ら
1
人
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
書
記
1
人
）

⑦
会
計
監
査
（
非
専
従
）
3
人

（
現
行
通
り
）

二
、
立
候
補
受
付

①
受
付
期
間

2
0
1
8
年
3

月
1
日
（
木
）
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時

②
受
付
会
場

け
ん
せ
つ
プ
ラ

ザ
東
京

③
受
付
方
法

立
候
補
は
1
人

1
役
職
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
定

め
た
立
候
補
届
出
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
署
名
の
う
え
選
挙

管
理
委
員
会
に
届
け
出
ま
す
。
立

候
補
す
る
役
職
の
変
更
は
受
付
期

間
中
と
し
ま
す
。

④
立
候
補
者
一
覧

受
付
終
了

後
、
立
候
補
届
に
も
と
づ
き
立
候

補
者
一
覧
を
発
行
し
、
各
支
部
書

記
局
宛
に
送
り
ま
す
。
立
候
補
者

一
覧
の
記
載
順
序
は
各
役
職
の
受

付
順
と
し
ま
す
。
但
し
、
中
央
執

行
委
員
は
支
部
順
と
し
ま
す
。

三
、
選
挙

役
員
選
挙
は
役
職
ご
と
に
第
71

回
定
期
大
会
で
行
な
い
、
選
挙
の

時
間
は
選
挙
管
理
委
員
会
が
大
会

運
営
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
ま

す
。四

、
選
挙
人

選
挙
人
は
資
格
審
査
を
経
た
第

71
回
定
期
大
会
を
構
成
す
る
代
議

員
で
す
。
但
し
、
投
票
時
間
中
に

出
席
し
て
い
な
い
選
挙
人
は
投
票

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

以
上

集
会
に
参
加

し
、
新
宿
駅
で
は

道
行
く
人
に
作
業

着
で
建
設
労
働
者

の
処
遇
改
善
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
野
田

智
文
さ
ん（
江
東
）

談
「
防
水
の
仕
事
を
23
年
ほ
ど
や

っ
て
い
て
、
41
歳
に
な
り
ま
す
。

仕
事
の
性
質
上
、
土
日
も
働
く
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
週
休
2
日

の
完
全
実
施
に
な
っ
た
場
合
、
賃

金
が
下
が
ら
な
い
こ
と
が
大
前
提

で
す
。
月
給
制
で
良
い
時
か
ら
10

万
円
さ
が
っ
て
い
ま
す
。
大
学
生

の
子
ど
も
が
い
る
の
で
、
教
育
費

は
大
変
。
賃
金
引
き
上
げ
の
た
め

に
が
ん
ば
り
た
い
」
。

■
1
月
31
日
、

画
期
的
な
判
決
が

出
た
。
現
職
の
陸

上
自
衛
官
が
国
を

相
手
に
、
安
全
保

障
関
連
法
に
基
づ
く
防
衛
出
動

は
憲
法
違
反
で
あ
り
、
出
動
命

令
に
従
う
義
務
が
な
い
こ
と
の

確
認
を
求
め
た
訴
訟
の
控
訴
審

判
決
だ
。
東
京
高
裁
は
訴
え
を

却
下
し
た
1
審
の
東
京
地
裁
判

決
を
取
り
消
し
、
審
理
を
東
京

地
裁
に
差
し
戻
し
た
。

■
1
審
の
東
京
地
裁
は
、「
現

時
点
で
出
動
命
令
が
出
る
具
体

的
な
可
能
性
は
な
く
、原
告（
自

衛
官
）
が
主
張
す
る
不
安
は
抽

象
的
な
も
の
」と
い
う
理
由
で
、

訴
え
を
却
下
し
た
が
、
東
京
高

裁
は
「
出
動
命
令
に
従
わ
な
い

場
合
、
刑
事
罰
や
懲
戒
処
分
を

受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
訴
え

の
利
益
は
あ
る
」
と
、
東
京
地

裁
の
判
断
を
取
り
消
し
た
。

■
仮
に
集
団
的
自
衛
権
が
憲

法
違
反
だ
と
す
る
判
決
が
下
さ

れ
れ
ば
、
世
論
が
大
き
く
動
く

だ
ろ
う
。
専
守
防
衛
の
範
囲
を

超
え
た
敵
基
地
攻
撃
論
や
、
長

距
離
射
程
の
ミ
サ
イ
ル
購
入
な

ど
は
論
外
で
あ
る
し
、
何
よ
り

も
安
全
保
障
関
連
法
の
見
直
し

が
必
至
と
な
る
だ
ろ
う
。

■
原
告
の
自
衛
官
は
「
入
隊

時
に
憲
法
順
守
を
宣
誓
し
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
に
従
う
こ
と

は
同
意
し
て
い
な
い
。
命
令
を

拒
否
す
る
と
罰
則
が
科
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
」
と
主
張
し
て
い

た
。
世
間
の
バ
ッ
シ
ン
グ
の
恐

れ
も
顧
み
ず
、
訴
訟
に
踏
み
切

っ
た
自
衛
官
の
勇
気
と
信
念
に

エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
。
自
衛
隊

員
が
殺
し
、
殺
さ
れ
る
こ
と
を

絶
対
に
許
さ
ず
、
こ
の
国
の
平

和
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

賃金下げずに
週休２日へ

低
賃
金
・
低
単
価
の
打
開

要
求
し
な
け
れ
ば
上
が
ら
な
い

なでしこ大工の梶野さん

野田さん

新宿駅西口でスタンディングコール

原
発
ゼ
ロ
の
未
来
へ

３
・
４
全
国
集
会

２
０
１
８
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

２
０
１
８
年
度
本
部
役
員
選
挙
告
示

3
・
11
か
ら
7
年
目
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
原
発
を
な
く

す
全
国
連
絡
会
主
催
の
全
国
集
会

へ
参
加
し
て
原
発
ゼ
ロ
実
現
と
被

害
者
救
済
へ
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
と
場
所
】
3
月
4
日
13
時

〜
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂


